
• ドローンを活用して従来は点検困難とされていた水管橋上部工の目視不可部を点検します！

• ドローンに搭載した高解像度カメラにより、近接目視と同等の点検が可能となります！
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【技術の概要】
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• 本技術は、ドローンを用いて水管橋の歩廊から直接目視が難しい部分（上面・側面・下面）を安全で高精度に点検を
実施することを目的とし、主に定期点検における基本調査に活用されることを想定しております。

• ドローン撮影は一次調査（動画撮影）と二次調査（静止画撮影）の２段階に分けて実施いたします。

• 一次調査（動画撮影）は水管橋全体の損傷をマクロ的に判別することを目的としております。あらかじめ策定した撮
影ルートに沿ってドローン撮影し、撮影動画から損傷（防食機能の劣化・破断等）をピックアップします。ピックアップ
は比較的軽微な損傷から重大な損傷まで広い範囲を対象といたします。

• 二次調査（静止画撮影）は損傷の詳細な撮影を目的としております。一次調査（動画撮影）でピックアップした損傷の
中から、中間打合せで選定した損傷箇所を静止画でピンポイント撮影いたします。４５００万画素の高解像度カメラで
撮影いたしますので、塗装の劣化状況、発錆状況を詳細に確認することが可能となります。これにより近接目視と同
等以上の点検効果が得られると考えております。
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【導入効果】

【導入実績】

導入事業者からのコメント ：

日本鋳鉄管株式会社 商品技術センター エンジニアリング部所属

問合せ先 埼玉県久喜市菖蒲町昭和沼１番地所在地

0480-85-7054 a-sugiyama@nichu.co.jp電話番号/E-mail

http://www.nichu.co.jp/技術に関するHPリンク

特許取得状況

その他

導入年度導入範囲導入先

【コスト】

逆三角トラス橋 橋長：約２１３ｍ 径間：５径間 鋼管：８００㍉試算条件

約300万円（税抜き）イニシャルコスト

－ランニングコスト

（山形市での導入事例）

• 法令で定められたドローン飛行禁止区域については適用できません。

• ドローンの進入が困難な場所（草木繁殖・狭隘部等）については適用できません。

• 天候不順（雨天や強風等）の場合は実施日の変更が必要となります。

【技術の適用条件・範囲】

拡大画像（鋼部発錆）本技術画像（静止画４５００万画素）

令和５年度末時点で導入件数：０件 （参考）令和６年度末時点で導入件数：１件

本技術の導入により、水管橋上部工（目視不可部）の劣化状況（表層劣化・発錆・破損状況等）を詳細に把握することが
可能となり、正確な診断や適切な点検頻度の設定に寄与します。
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